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南

朝

の

租

、

調

／越

智

重

明

は

し

が

き

南
朝
時
代
の
租
、
調
に
関
す
る
研
究
は
や
っ
と
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
従
っ
て
諸
先
学
の
見
解
に
も
定
説
的
な
点
は
少
な
い
。

む
し
ろ
混
沌
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
実
情
で
あ
る
。
本
摘
は
さ
き
に
東
洋
史
学
第
二
十
輯
に
発
表
し
た
拙
稿
、

「
晋
時
代
の
租
、

調
」
の
続
き

を
な
す
も
の
と
し
て
南
朝
の
租
、
調
に
つ
い
て
の
私
見
の
大
要
を
述
べ
た
も
の
で
、

い
わ
ば
筆
者
の
南
朝
税
制
に
関
す
る
覚
書
の
一
で
あ
る
。

な
お
、
東
血
円
以
後
の
税
制
を
論
ず
る
際
無
視
出
来
ぬ
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
、

公
団
に
お
け
る
税
制
、

の
税
の
問
題
が
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
論
述
を
割
愛
す
る
。

仮
田
、

従
軍
者

（
軍
屯
田
耕
作

者
を
含
む
）

戸
対
象
に
戸
賀
を
案
じ
て
賦
課
す
る
調

当
時
の
調
と
い
う
税
制
上
の
用
語
に
は
、
課
税
金
般
を
指
す
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
田
租
を
含
む
。
し
か
し
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

の
は
、
そ
う
し
た
広
義
の
も
の
で
な
く
田
租
と
な
ら
ぶ
べ
き
狭
義
の
調
で
あ
る
。

現
晋
南
朝
の
調
に
つ
い
て
旧
来
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
戸
調
で
あ
る
か
丁
調
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
調
が
均
額
賦
課
の
も

の
か
そ
れ
と
も
賀
産
を
案
じ
て
賦
課
す
る
も
の
か
と
い
う
乙
と
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
調
が
戸
調
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
場
合
に
限
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
分
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
も
そ
の
前
提
巻
自
明
の
乙
と
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
す

南
朝
の
租
、
調



南
朝
の
租
、
調

る
。
し
か
し
な
が
ら
貌
晋
宋
斉
の
調
が
戸
調
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
戸
調
か
丁
調
か
と
い
う
の
が
疑
問
な
の
は
梁
陳
な
の
で

あ
る
。ま

ず
、

（
貌
晋
）
宋
斉
の
戸
調
を
と
り
あ
げ
る
と
、
旧
来
そ
う
し
た
戸
調
は
戸
対
象
均
額
賦
課
の
課
税
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
近
来
そ
れ

と
か
な
り
異
な
る
見
解
も
発
表
さ
れ
、
戸
貨
が
案
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
論
的
に
い
う
と
筆
者
は
（
貌
）
晋
宋

斉
に
お
け
る
戸
調
は
戸
対
象
均
額
賦
課
の
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
一
戸
対
象
で
戸
賀
を
案
じ
そ
れ
に
対
応
し
て
賦
課
す
る
も

の
も
並
存
し
て
い
た
と
考
え
る
。
こ
の
節
に
お
い
て
そ
の
大
要
を
述
べ
る
と
、

の
こ
ろ
戸
対
象
均
額
の
戸
調
が
生
じ
そ
れ
が
説
晋
宋
斉
と
続
い
て

存
し
た
の
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
（
以
下
、
戸
対
象
均
額
、
常
賦
の
調
を
『
戸
調
』
と
い
う
）
と
こ
ろ
で
、
説
志
山
市
太
祖
本
紀

後
漢
末
、
建
安
三
年
（
西
紀
一
九
八
年
）

か
同
四
年
（
西
紀
一
九
九
年
）

に
引
く
注
に
、
建
安
九
年
（
西
紀
二

O
四
年
）
の
こ
と
と
し
て
、

翌
日
載
公
（
語
一
を
）
令
日
「
有
園
有
家
者
、
不
思
寡
而
患
不
均
。
不
思
貧
而
患
不
安
。
蒙
民
之
治
也
、
使
一
栄
彊
一
国
恋
、
親
戚
兼
弁
。

民
貧
弱
代
出
租
賦
。
街
聾
家
財
、
不
足
臆
命
．
審
配
宗
族
、
至
乃
蔵
匿
罪
人
、
震
適
逃
主
。
欲
望
百
姓
親
附
、
甲
兵
彊
盛
、
宣
可
得
邪
。

下

其
枚
目
租
、
畝
四
升
、
一
戸
出
絹
二
匹
、
綿
二
斤
而
己
。
他
不
得
撞
興
護
。
郡
固
守
相
、
明
検
察
之
、
無
令
彊
民
有
所
隠
蔵
、
市
弱
民
兼
賦

也。』

と
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
戸
調
と
い
う
文
字
が
な
い
が
「
戸
出
絹
二
匹
・
綿
ニ
斤
」
と
あ
る
の
が
内
容
的
に
『
戸
調
』
な
る
べ
き
は
、
説
志
一
三
一
趨

儲
伝
の
記
事
及
び
の
ち
の
西
晋
時
代
の
戸
調
に
関
す
る
記
事
に
鑑
み
て
明
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
戸
ご
と
に
絹
二
匹
、
綿
二
斤
を

出
す
の
は
常
賦
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
に
臨
時
の
賦
と
し
て
の
一
戸
調
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
別
の
面
か
ら
い

え
ば
、
そ
こ
で
常
賦
と
し
て
の
田
租
と
『
戸
調
』
と
の
賦
課
率
を
均
額
と
す
る
と
し
た
の
は
豪
彊
か
ら
の
弱
民
保
護
の
面
に
お
い
て
で
あ
っ

て
、
そ
の
ほ
か
に
、
国
家
が
臨
時
の
賦
と
し
て
の
一
戸
調
を
今
後
賦
課
す
る
と
か
し
な
い
と
か
い
う
乙
と
と
は
関
係
な
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
、



現
士
山
一
雄
曹
洪
伝
に
、

曹
長
、
字
子
廉
。
太
組
従
弟
也

0

・
始
洪
家
富
。
市
性
菩
沓
。
云
一
広
。

と
あ
り
、
そ
の
注
に
引
く
説
略
に
、

初
、
太
組
（
欄
一
明
を
）
篤
司
空
時
、
以
己
率
下
。
毎
競
種
調
、
使
本
批
判
配
。
子
時
、
鴇
令
平
洪
貿
財
、
興
公
家
等
。
太
粗
目
、
『
我
家
賃
、

那
得
如
子
廉
邪
。
』

と
あ
る
。
毎
歳
発
調
と
あ
る
の
は
臨
時
の
賦
と
し
て
の
調
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
然
戸
を
対
象
と
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
曹
操
が
司
空
で
あ
っ

た
の
は
建
安
元
年
（
西
紀
一
九
六
年
）
か
ら
同
十
三
年
（
西
紀
ニ

O
八
年
）
丞
相
に
移
る
ま
で
の
聞
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

曹
操
が
『
戸

調
」
ぞ
定
め
た
の
は
建
安
九
年
で
あ
り
、
か
っ
曹
洪
は
同
十
三
年
ま
で
健
在
で
あ
る
が
、
右
の
記
事
に
見
え
る
調
が
建
安
九
年

l
十
三
年
に
寄

し
た
こ
と
は
証
す
べ
き
手
段
を
欠
い
で
い
る
か
ら
、
今
迄
の
考
察
か
ら
建
安
九
年
以
後
戸
対
象
の
調
に
一
戸
を
対
象
に
均
額
を
以
て
賦
課
す
る
も

の
と
、
連
年
臨
時
的
に
戸
買
を
案
じ
て
賦
課
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
っ
た
こ
と
と
を
明
証
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も

曹
操
が
司
空
で
あ
っ
た
時
代
、
臨
時
的
性
格
の
も
の
と
は
い
え
連
年
戸
対
象
に
一
戸
貨
を
案
じ
て
賦
課
す
る
調
が
存
し
た
事
実
は
ζ

れ
を
十
分
に

察
し
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
初
学
記
芝
宝
器
部
、
絹
第
九
に
引
く
晋
故
亨
そ
見
る
と
、

（
升
）
？

凡
、
民
丁
課
田
、
夫
、
五
十
畝
。
牧
租
四
斜
・
網
三
疋
・
綿
三
斤
。
凡
、
麗
諸
侯
、
皆
減
租
穀
畝
一
斗
。
計
所
減
、

（慾）
7

（蓋）
Y

疋
。
以
其
絹
需
諸
侯
秩
。
叉
、
分
民
租
戸
ニ
斜
、
以
震
諸
侯
奉
。
其
余
租
及
警
調
絹
二
戸
三
疋
、
綿
三
斤
書
話
公
賦
。
九
品
相
遥
、
皆
輸

以
増
諸
侯
絹
戸
一

入
於
官
。
自
如
奮
制
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
西
晋
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
編
一
円
は
そ
の
戸
貨
に
応
じ
て
す
べ
て
第
一
品
か
ら
第
九
品
ま
で
の
一
戸
等
に
格
づ
け
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
記
事
に
つ
い
て
の
全
般
的
考
察
は
か
つ
て
か
な
り
詳
し
く
行
つ

h
r
で
こ
こ
で
の
再
述
を
略
す
る
が
、
そ
こ
に
見

南
朝
の
租
、
調



南
朝
の
租
、
調

四

え
る
調
は
一
戸
対
象
で
一
応
定
額
で
あ
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
調
の
ほ
か
に
一
戸
賀
を
案
じ
て
賦
課
す
る
調
に
次
第
に
常
賦
的
な

性
格
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
晋
書
載
記
鴎
石
勤
伝
上
に
、

勤
、
以
幽
翼
漸
平
、
始
下
州
郡
、
闘
賞
人
戸
。
戸
賀
二
匹
、
租
二
斜
。

と
あ
る
。
右
の
二
匹
と
は
絹
ニ
匹
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
絹
二
匹
と
し
て
定
額
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
「
賀
」

と
い
う
表
現
が
生
じ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
晋
書
諸
王
彪
之
伝
に
、

（
前
略
）
（
桓
）
温
、
以
山
陰
鯨
折
布
米
不
時
畢
、
郡
不
弾
糾
、
上
免
（
会
稽
内
史
王
）
彪
之
。

と
あ
る
。
折
布
米
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
布
（
H
H
調
）
に
折
し
た
米
」
の
意
味
で
あ
る
。
調
と
し
て
布
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と

調
が
布
の
語
を
も
っ
て
お
き
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
口
Y
、
そ
の
際
の
布
は
ほ
ぼ
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
右
の
際
の
布
に
は

そ
う
し
た
こ
と
は
問
題
で
な
く
、
要
す
る
に
そ
の
つ
ぎ
の
段
階
と
し
て
、
調
の
代
置
の
語
と
し
て
の
機
能
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
の

ち
に
引
く
梁
書
良
吏
伝
の
序
の
布
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
）
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
、
晋
書
載
記
石
勤
伝
上
の
一
円
貨
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
こ
の
記
事
に
お
い
て
戸
調
が
一
戸
貨
の
語
を
も
っ
て
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
戸
調
が
す
で
に
何
ら
か
の
形
で
戸
の
貨
を
勘
案

し
て
賦
課
徴
収
会
れ
た
と
い
う
事
実
が
害
し
た
か
ら
に
相
違
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
右
の
記
事
で
は
戸
調
H
H
戸
貨
が
一
戸
を
対
象
と
し
て
均
等
に

乙
の
際
の
戸
貨
は
、
用
語
上
の
問
題
と
し
て
は
、
単
に
「
戸
調
』

l
一
戸
対
象
均
額
た
る
｜
の
代
置
の
語
と
し
て
の
機
能
し
か
も

っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
論
点
を
整
理
す
る
と
、
石
勤
政
権
下
の
税
体
系
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
右
の
場
合
戸
調
が
戸
対
象
均
額
を
志
向
し
実

施
さ
れ
て
い
た
に
間
違
い
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
て
一
戸
賀
と
い
う
語
が
戸
対
象
均
額
の
『
戸
調
』
の
語
に
代
置
さ
れ
た
の
は
、

か
つ
て
の
中
国
の
政
権
で
戸
調
が
（
常
賦
と
し
て
）
戸
対
象
で
質
産
勘
案
の
調
を
基
準
と
し
て
い
た
局
面
が
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
か
ろ
う
。

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
「
か
つ
て
」
と
い
う
の
は
、
西
晋
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
政
権
は
西
晋
政
権
で
あ
っ
た
と
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
翻
っ
て
初
学
記
の
記
事
に
見
え
る
九
品
の
語
に
注
目
し
た
い
。
九
品
相
通
と
あ
る
の
は
、

あ
る
が
、
こ
の
九
品
と
は
、
調
書
比
四
世
組
本
紀
上
太
延
元
年
（
西
紀
四
三
五
年
）
十
二
月
の
条
に
、

一
品
か
ら
九
品
ま
で
す
べ
て
、
と
い
っ
た
意
味
で



甲
申
、
詔
日
、
『
・
・
若
有
殻
調
、
鯨
宰
集
郷
邑
三
老
、
計
質
定
謀
。
哀
多
益
寡
、
九
品
混
通
、
不
得
従
富
瞥
貧
、
避
置
侵
弱
。
云
云
u

』

と
見
え
る
際
の
九
品
と
同
様
、
質
産
を
案
じ
て
定
め
ら
れ
た
戸
の
等
級
に
相
違
な
い
。
西
晋
時
代
、
一
戸
等
を
定
め
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
そ
の

家
屋
そ
の
他
の
全
貨
産

l
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
「
所
有
」
田
額
も
合
ま
れ
る
ー
を
案
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
戸
等
を
わ
け
る
制
a

度
が
生

じ
た
際
、
そ
れ
が
課
税
方
式
と
無
関
係
で
あ
る
筈
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

初
学
記
の
記
事
は
、

『
戸
調
』
と
な
ら
ん
で
、

r、、、。
て

れ
が
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
そ
れ
と
も
常
賦
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ま
で
を
明
確
に
す
る
、
も
の
で
は
な
い
が
、
と
に
か
く
）
当
時
戸
賀
を

案
ず
る
課
税
と
し
て
の
戸
の
税
が
存
し
た
の
を
物
語
る
と
考
え
ゴ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
晋
書
時
十
劉
超
伝
を
見
る
と
、

（
劉
超
、
）
尋
、
出
補
句
容
令
。
推
誠
於
物
、
震
百
姓
所
懐
υ

常
年
賦
税
、
主
税
常
白
出
四
出
、
詰
評
百
姓
家
賞
。
至
超
、
但
、
作
大
函
、

村
別
付
之
、
使
各
白
書
家
産
、
投
雨
中
、
記
送
還
勝
。
百
姓
依
質
投
上
、
課
輸
所
入
、
有
愉
常
年
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
東
晋
の
元
帝
の
在
位
中
の
時
代
、
す
な
わ
ち
い
ま
だ
西
晋
の
税
制
に
よ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の

課
輸
は
、

ほ
ぼ
「
課
す
な
わ
ち
、
租
、
調
の
輸
」
の
意
味
と
解
さ
れ
る
。
連
年
百
姓
の
家
貨
を
詰
評
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
「
所
有
」
す
る

田
土
額
を
調
査
し
そ
れ
に
応
じ
て
畝
対
象
均
額
の
田
租
を
賦
課
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
占
の
ろ
う
が
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
一
戸

の
品
等
を
是
正
し
、
常
賦
と
し
て
の
戸
買
を
案
じ
て
の
調
（
以
下
、
戸
対
象
に
戸
貨
を
案
ず
る
常
賦
の
調
を
「
戸
調
」
と
い
う
）
を
よ
り
正
確

に
賦
課
し
よ
う
と
し
た
か
ら
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
果
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
右
の
初
学
記
に
そ
の
存
在
が
窺
わ
れ
る

戸
の
税
が
常
賦
で
あ
っ
た
こ
と
（
す
な
わ
ち
「
戸
調
」
で
あ
っ
た
こ
と
）
を
示
唆
す
る
。

つ
ぎ
に
宋
斉
時
代
で
あ
る
が
、
梁
書
博
ヨ
良
吏
伝
の
序
に
、

斉
末
昏
凱
、
政
移
群
少
。
賦
調
雲
起
、
徳
役
無
度
。
・
・
高
組
在
回
、
知
民
疾
苦
。

悉
除
省
。
：
（
天
監
）
元
年
（
西
紀
五

O
二
年
）
、
始
、
去
賞
、
計
丁
倉
市

及
架
台
建
、

何
下
寛
大
之
書
、
（
東
）
唇
時
雑
調
、
戚

と
あ
る
。
右
の
布
は
調
の
意
味
で
あ
る
。
梁
の
武
帝
が
梁
台
を
建
て
た
と
き
斉
の
東
晋
帝
が
出
し
た
数
多
く
の
雑
調
を
除
い
た
と
あ
る
け
れ
ど

南
朝
の
和
、
調

五



南
朝
の
租
、
調

ムノ、

も
東
昏
帝
以
前
に
も
雑
調
は
存
し
、
天
監
元
年
以
後
も
雑
調
は
依
然
存
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
雑
調
の
こ
と
は
「
始
去
質
計
丁
震
布
」
に
は

直
接
的
関
係
は
な
い
の
で
み
の
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
記
事
は
、
始
め
て
一
戸
対
象
の
調
を
や
め
て
丁
対
象
（
均
額
）
の
調
H
「
布
」
を
と
っ
た

と
い
う
意
味
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

晋
時
代
『
戸
調
』
が
在
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
「
戸
調
』
と
な
ら
ん
で
右
に
見
た
よ
う
に

つ
ま
り
晋
時
代
の
（
狭
義
の
）
調
は
戸
対
象
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
均
額
の
も
の
と
貨

産
勘
案
の
も
の
と
の
ご
つ
か
ら
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
斉
時
代
の
戸
調
に
つ
い
て
は
、
宋
書
柑
孝
武
帝
本
紀
、
大
明
五
年
（
西
紀
四
六
一

「
戸
調
」
の
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

年
）
十
二
月
の
条
に
、

制
、
天
下
民
戸
、
歳
輸
布
四
匹
。

と
あ
っ
て
、
宋
時
代
『
一
戸
調
』
の
存
し
た
の
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
一
戸
調
』
は
以
後
も
引
続
き
存
し
て
い
勺
問
題
は
「
戸
調
」
で

あ
る
が
、
晋
時
代
の
戸
調
が
『
戸
調
』
と
「
戸
調
」

と
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
、

（
及
び
宋
斉
時
代
「
戸
調
」
麗
止
の
記
述
が
な
い
こ

と
、
）
右
の
「
質
」
が
丁
対
象
均
額
の
調
（
H
丁
対
象
と
い
う
意
味
と
均
額
と
い
う
意
味
と
を
も
っ
た
調
）
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

か
ら
見
て
、
「
始
去
質
（
始
め
て
貨
を
去
る
）
」
と
あ
る
際
の
「
賞
」
H
H
戸
調
が
『
一
円
調
』
と
「
戸
調
」
と
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
、

た
だ
し
実
質
的
に
「
戸
調
」
を
主
体
と
し
『
戸
賀
』
は
む
し
ろ
そ
の
背
後
に
か
く
れ
て
い
た
乙
と
、
は
殆
ん
ど
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
そ
こ

で
は
「
戸
調
」
は
当
然
貿
産
税
と
い
っ
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
宋
番
立
周
朗
伝
を
見
る
と
、

時
、
普
責
百
官
識
言
。
朗
上
書
、
日
、
『
・
目
又
取
税
之
法
、
宜
計
人
詩
輪
、
不
勝
以
質
。
云
何
、
使
富
者
不
輩
、

賞
者
不
錨
。

乃
令
桑
長

一
尺
、
園
以
需
償
、
田
進
一
畝
、
度
以
需
銭
。
屋
不
得
瓦
。
皆
責
質
賀
υ

民
以
此
樹
不
敢
種
、
土
畏
妄
墾
、
棟
焚
楼
露
、
不
敢
加
泥
。
宣

有
剥
善
害
民
、
禁
衣
悪
食
若
此
苦
者
。
今
若
重
斯
農
、
則
宣
削
弦
法
。
云
云
。
」
書
奏
。
杵
旨
、
自
解
去
職
。

と
あ
り
、
南
斉
書
酪
十
章
一
俊
文
宣
王
子
良
伝
宇
佐
見
る
と
、

子
良
叉
啓
回
、
『
・
・
三
呉
奥
直
。
地
惟
河
輔
。
百
度
所
資
、
四
千
不
自
出
。
宜
在
鍋
優
、
使
其
全
官
。
而
守
宰
相
種
、

務
在
哀
魁
、

圏
桑
品



屋
、
以
准
質
課
、
致
令
斬
樹
殻
瓦
、
以
充
重
賦
、
破
民
財
産
、
要
利
一
時
。
云
云
。
』

と
あ
る
。
こ
の
両
記
事
に
見
え
る
質
産
税
は
「
一
戸
調
’
一
に
相
異
な
か
ろ
う
。

当
時
、
民
の
質
産
に
高
賞
（
南
斉
書
珪
武
帝
本
紀
）
、
中
質
（
南
斉
書
一
言
帝
本
紀
）
と
い
っ
た
区
分
が
あ
っ
た
の
が
知
ら
れ
る
。

た
区
分
は
さ
ら
に
下
貨
と
い
・
っ
た
風
な
表
現

i
区
分
の
あ
っ
た
の
を
示
唆
す
る
。
宋
書
一
市
町
一
羊
玄
保
伝
に
、
宋
の
大
明
の
初
に
、
時
の
揚
州
刺

そ
う
し

史
西
陽
王
子
尚
の
上
言
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

官
品
第
一
第
二
聴
占
山
三
頃
。
・
第
九
品
及
百
姓
一
頃
。
皆
依
定
格
、
保
上
質
簿
。
云
云
。

と
あ
る
が
、
戸
の
質
産
は
右
に
見
え
る
質
簿
と
い
う
官
の
帳
簿
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
貸
そ
の
他
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
室
田
一
服
後
廃
帝
本
紀
元
徽
三
年
（
西
紀
四
七
五
年
）
四
月
の
条
に
、

遣
尚
書
郎
、
到
諸
州
、
検
括
民
戸
。
窮
老
尤
貧
者
、
錨
除
課
調
。
丁
壮
猶
有
生
業
、
随
宜
寛
申
。
貨
財
足
以
充
限
者
、
督
令
洗
畢
。

と
あ
る
。
そ
こ
に
は
基
準
た
る
べ
き
戸
の
質
産
額
の
あ
っ
た
の
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
額
を
有
す
る
の
が
何
品
の
戸
に
あ
た
る
か
不
明
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
額
も
不
明
で
あ
る
が
、
南
斉
書
一
博
畑
一
顧
貫
之
伝
を
見
る
と
、
顧
憲
之
の
議
を
の
せ
、
そ
の
な
か
に
、

山
陰
一
一
勝
、
課
戸
二
万
。
其
民
費
不
満
三
千
者
、
殆
癖
居
半
。
刻
叉
刻
之
、
猶
三
分
余
一
。

凡

有
賞
者
多
是
士
人
、
復
除
、

其
貧
極

者
、
悉
皆
露
戸
役
民
、
三
五
属
官
。
蓋
、
惟
、
分
定
、
百
端
輸
調
、
常
然
。
云
云
。

と
あ
。
。
そ
れ
か
ら
民
の
戸
の
質
が
問
題
と
な
り
、
な
る
だ
け
高
く
そ
れ
を
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
準
た
る
べ

き
戸
内
貿
産
額
は
あ
る
い
は
銭
「
三
千
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
一
連
の
状
態
が
「
戸
調
」
の
存
在
と
深
く
関
係
す
べ
き
は
い
う
ま

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
ま
え
に
引
い
た
宋
書
周
朗
伝
、
南
斉
書
寛
陵
王
子
良
伝
、
南
斉
書
顧
憲
之
伝
の
記
事
か
ら
、
当
時
「
戸

調
」
の
為
の
貸
産
評
価
が
一
般
に
厳
酷
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
を
あ
ま
り
厳
酷
に
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
一
戸
の
貧
窮

化
｜
流
亡
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
時
と
し
て
は
そ
の
緩
和
を
図
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
南
室
宮
地
明
帝
本
紀
建
武
四
年
（
西
紀
四
六

し
か
し
、

南
朝
の
租
、
調

七



南
朝
の
租
、
調

八

入
年
）
十
一
月
の
条
に
、

丁
亥
、
詔
、
『
所
在
結
課
屋
宅
田
桑
、
可
詳
減
醤
償
。
』

と
あ
る
。
乙
の
「
結
課
」
の
「
課
」
は
「
割
り
当
て
」
、

「
課
税
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
こ
の
記
事
は
、

具
体
的
に
は
主
と
し

て
「
戸
調
」
の
為
の
賀
産
評
価
額
を
旧
よ
り
も
減
じ
た
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
よ
う
。

（
当
時
、
田
租
は
均
額
賦
課
で
そ
乙
に
田
の
肥
痩
な
ど
は

問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
不
公
平
も
こ
う
し
た
面
で
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
）

宋

斉

時

代

の

租

南
朝
の
租
調
制
を
追
求
す
る
際
、

一
般
の
固
に
お
け
る
租
、
調
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
、
た
と
え
そ
れ
が
直
接
の
目
的
で
あ
る
に
し
て
も
十

分
な
把
握
が
出
来
な
い
。
旧
来
の
「
課
回
」
制
、
仮
田
制
的
形
態
の
系
譜
を
も
っ
固
に
お
け
る
税
制
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
れ
を
考
え
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
後
者
の
具
体
的
考
察
は
南
朝
の
屯
田
の
考
察
と
と
も
に
別
楠
に
譲
る
が
、
た
だ
つ
ぎ
の
一
事
項
を
補
足
し
て

お
く
。
そ
れ
は
、
晋
誉
博
一
～
食
貨
志
に
、

戚
和
五
年
（
西
紀
三
一
ニ

O
年
）
、
成
帝
始
度
百
姓
田
。
取
十
分
之
一
。
率
畝
税
米
三
升
。

と
あ
る
記
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
ま
ず
最
初
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
「
取
十
分
之
一
」
と
あ
る
も
の
と
「
率
畝
税
米
三
升
」
と
あ

る
も
の
と
の
内
容
が
同
一
な
の
か
そ
れ
と
も
別
の
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
結
論
的
に
い
っ
て
こ
れ
は
別
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
た
い
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
当
時
の
制
度
の
こ
と
を
記
し
た
史
料
の
う
ち
、

A 

B 

C 

と
い
う
記
述
に
お
い
て
、

A
が
B
と
C
と
に
か
か
る
け
れ
ど
も
B
と
C
と
は
（
関
連
を
も
っ
て
も
一
応
）
別
性
格
の
も
の
を
記
し
て
い
る
こ
と

が
往
々
あ
る
。
例
え
ば
、
晋
書
協
成
帝
本
紀
、
戚
康
七
年
（
西
紀
三
四
一
年
）
の
条
に
、



実
＝
編
戸
－
、
王
公
己
下
、
皆
、
正
ニ
土
断
・
白
籍
一
。

と
あ
る
。
「
実
＝
編
戸
－
、
王
公
己
下
、
皆
、
正
一
一
－
－
一
。
」
は
右
の
A
に
あ
た
り
、
「
土
断
」
は
B
、
「
白
籍
」
は
C
に
あ
た
る
。
土
断
と
は
本
来
国

家
権
力
に
よ
る
「
国
民
」
把
握
の
徹
底
と
政
府
の
収
入
増
加
と
を
相
即
不
離
の
関
係
に
お
い
て
図
る
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

際
の
「
正
土
断
」
と
は
い
わ
ゆ
る
南
人
だ
け
を
対
象
に
し
て
そ
れ
に
対
し
（
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
）
土
断
を
行
う
と
い
っ
た
内
容
の
も
の

で
あ
る
。

一
方
「
正
白
籍
」
と
は
い
わ
ゆ
る
北
人
だ
け
を
対
象
と
し
そ
れ
に
対
し
や
や
特
殊
な
か
た
ち
の
土
断
を
行
う
と
い
っ
た
内
容
の
も

ω

つ
ま
り
（
正
）
土
断
と
（
正
）
白
籍
と
は
関
連
は
あ
っ
て
も
別
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
勺
論
を
進
め
る
と
、

「
始
度
百
姓
田
、
取

で
あ
り
、

十
分
之
一
」
は
旧
来
の
「
課
田
」
、
仮
田
の
系
統
の
田
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
始
度
百
姓
回
、
率
畝
税
米
三
升
」
は
「
占
田
」
の
系
統
の
田

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
ζ

ろ
で
天
野
元
之
助
氏
の
高
説
に
従
え
ば
、
説
晋
南
北
朝
の
こ
ろ
、
緑
肥
田
と
い
っ
た
よ
う
な
良
回
で
は
一
畝
で

粟
十
朗
の
生
産
を
あ
げ
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
北
方
阜
地
（
非
漉
水
田
）
に
お
け
る
一
般
の
収
穫
量
は
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
少
な
く
、
せ
い
ぜ
い

常
年
四
、
五
斜
な
い
し
五
、
六
斜
で
あ
っ
た

G

成
和
五
年
に
新
ら
し
く
租
率
を
示
し
た
際
ど
の
程
度
の
収
穫
量
を
基
準
と
し
た
か
不
明
で
あ
る

が
、
仮
に
一
畝
あ
た
り
五
餅
の
収
穫
量
と
す
れ
ば
そ
の
1
一
日
は
五
斗
と
な
る
。

一
畝
あ
た
り
粟
四
升
と
思
わ
れ
る
。
西
晋
の
「
占
田
」
の
場
合
は
、

一
方
、
現
時
代
、
「
占
田
」
の
源
流
を
な
す
固
に
お
け
る
田
租
は

一
畝
あ
た
り
粟
六
升
と
す
る
仮
説
が
一
応
成
立
す
り
）
東
晋
の
戚
和
五
年

の
「
占
田
」
の
系
統
を
ひ
く
田
に
対
す
る
一
畝
あ
た
り
の
租
、
米
三
升
は
粟
に
換
算
す
れ
ば
ほ
ぼ
五
升
余
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ

ば
、
戚
和
五
年
の
新
制
に
お
い
て
十
一
の
税
と
畝
税
米
三
升
と
で
は
一
畝
あ
た
り
の
租
の
割
合
が
間
分
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ

ぅ
。
た
だ
し
、
西
晋
時
代
、
「
課
田
」
五
十
畝
を
課
せ
ら
れ
た
丁
男
の
負
担
す
べ
き
も
の
（
H
丁
租
、

丁
調
の
合
計
）
は
、

ま
え
に
計
算
し
た

と
こ
ろ
で
は
粟
六
朗
八
斗
と
な
る
。
そ
こ
で
は
一
畝
あ
た
り
粟
一
斗
三
升
六
合
と
い
う
計
算
に
な
る
。

一
方
、
「
占
田
」
の
場
合
は
一
畝
あ
た

り
粟
六
升
と
す
る
仮
説
が
一
応
成
立
す
る
。

そ
こ
で
は
両
者
の
一
畝
あ
た
り
の
比
は
二
対
一
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

「
占
田
」

へ
の
税
に
比
し
「
課
田
」
へ
の
税
が
軽
き
に
過
ぎ
る
よ
う
な
感
が
あ
る
。
し
か
し
平
呉
後
庶
民
の
税
負
担
の
軽
減
を
は
か
っ
た
新
税
制
と
し
て

南
朝
の
租
、
調

丸A



南
朝
の
租
、
調

。

現
わ
れ
た
占
田
課
田
制
に
お
い
て
、
「
課
田
」
へ
の
税
が
国
家
の

で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
晋
昆
沼
食
貨
士
山
に
、
太
康
元
年
（
西
紀
二
八
O
年
）
の
平
呉
か
ら
太
康
十
年
（
西
紀
二
八
九
年
）

「
官
有
国
」

に
お
け
る
税
と
し
て
と
く
軽
か
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
乙
と

ご
ろ
ま
で
の

状
態
を
述
べ
て
、

是
時
、
天
下
無
事
、
賦
税
平
均
。
人
戚
安
其
業
。
而
繋
其
事
。
（
平
均
と
は
緩
か
な
と
い
う
意
味
）

と
あ
る
の
は
そ
の
見
解
を
傍
証
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
片
町
つ
ぎ
に
、
晋
南
朝
に
お
い
て
、
国
家
の
「
官
有
田
」
は
そ
の
収
穫
量
を
定
率
を
以
て

徴
収
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
課
田
」
制
に
お
い
て
収
穫
量
が
直
接
的
基
準
と
な
っ
て
い
な
い
点
に
就
い

「
漢
代
の
田
租
は
前
漢
の
景
帝
の
と
き
か
ら
収
穫
高
の
三
十
分
の
一
の
税
率
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
田
租
を
賦
課
す
る
に
当
つ
て
は
、
毎
年
各
地
の
田
畝
の
実
際
収
穫
高
を
調
べ
て
そ
の
三
十
分
の
一
に
当
る
税
額
を
決

て
で
あ
る
が
、

平
中
苓
次
民
が
漢
時
代
の
田
租
に
関
し
、

定
す
る
と
い
う
よ
う
な
煩
潰
な
手
続
を
と
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
畝
当
り
の
平
年
収
穫
高
を
算
定
し
て
そ
の
三
十
分
の
一
に
相
当
す
る
常
額
を
決

定
し
、
乙
れ
を
田
租
の
定
額
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
乙
の
畝
当
り
の
租
額
を
基
礎
と
し
各
人
の
所
有
す
る
田
畝
の
面
積
に
応
じ
て
そ
の
田

租
の
総
額
を
算
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
と
の
高
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
晋
南
朝
時
代
「
官
有
国
」
に
あ
っ
て
も
毎
年
各
地
の
田
畝
の
実
際

収
穫
高
を
調
査
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
行
わ
れ
が
た
く
、
現
実
に
は
定
額
を
以
て
課
税
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
と

に
「
課
田
」
の
よ
う
に
国
家
の
「
官
有
国
」
で
あ
っ
た
に
し
て
も
そ
の
性
格
が
一
般
の
「
官
有
田
」
と
異
っ
て
い
る
場
合
そ
れ
へ
の
課
税
が
収

穫
量
を
直
接
的
基
準
と
せ
ず
、
（
全
国
一
率
の
）
定
額
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ら
ず
し
も
異
と
す
る
に
は
足
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
戚
和

五
年
の
新
制
の
際
、
旧
来
の
「
課
田
」
は
理
論
上
は
国
家
の
「
官
有
田
」

l
公
田
、
仮
田
と
な
り
、
現
実
に
は
そ
れ
と
私
固
と
に
な
っ
て
い
た

と
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
現
晋
南
朝
に
お
い
て
、
税
目
と
し
て
の
租
と
い
う
語
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
性
格
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
梁
陳
時
代

の
丁
租
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
賦
の
丁
対
象
均
額
の
税
で
、
そ
の
丁
が
田
を
「
所
有
」
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
の
ニ
は
、
義
租
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
色
な
か
ろ
う
。
そ
の
三
は
、
西
晋
の
占
田



制
に
お
け
る
租
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
四
は
、
西
晋
の
課
田
制
に
お
け
る
租
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
三
と
そ
の
四
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
他
日
詳
し
く
論
ず
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
一
寸
だ
け
ふ
れ
て
お
く
と
、
戚
和
五
年
の
新
制
で
は
、
畝
ご
と
に
米
三
升
の
税
の

対
象
と
な
る
私
回
と
十
一
の
税
の
対
象
と
な
る
「
官
有
国
」
と
を
あ
わ
せ
て
百
姓
の
田
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
百
姓
と
は
ほ
ぼ
今
日
の
理
解

に
お
け
る
自
立
小
農
民
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
ま
た
戚
和
五
年
の
制
を
当
時
の
用
語
で
度
回
収
租
と
い
い
、
そ
の
際
の
畝
ご
と
に
米
三
升
の

税
と
十
一
の
税
と
を
一
つ
の
租
と
い
う
語
に
含
め
祢
し
て
い
る
が
、
畝
ご
と
に
米
三
升
の
税
（
和
）
は
占
田
制
に
お
け
る
租
に
相
応
じ
、
十
一

の
税
（
租
）
は
課
田
制
の
租
に
相
応
ず
る
。
さ
て
、
古
い
中
国
に
お
い
て
、
国
家
と
百
姓
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
土
地
は
本
源
的
に
国
家

（
す
な
わ
ち
皐
帝
）
の
所
有
す
る
も
の
で
み
る
と
い
う
理
解
が
あ
り
、
ま
た
、
百
姓
が
そ
の
「
所
有
」
す
る
回
土
に
対
し
も
っ
て
い
た
権
利
は
、

国
家
権
力
の
把
握
か
ら
離
れ
て
独
立
に
存
在
し
た
「
完
全
な
物
的
支
配
」
権
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
に
、
本
来
的
に
は
国
家
へ
の
身
分

的
隷
属
と
貢
納
義
務
と
を
伴
う
と
こ
ろ
の
有
償
的
・
限
定
的
伝
物
権
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
か
れ
ら
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
そ
の

土
地
「
所
有
」
権
は
「
用
益
占
有
」
権
（

l
「
下
級
」
所
有
権
）
に
近
い
も
の
で
あ
っ
～
官
か
く
て
、
国
家
と
百
姓
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か

ら
の
み
抽
象
佑
す
れ
ば
、
当
時
私
田
の
「
所
有
」
者
と
「
官
有
国
」
の
耕
作
名
儀
人
と
は
、
と
も
に
国
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
「
用
益
占

有
」
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
理
解
の
成
立
す
る
可
能
性
が
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
で
は
私
田
と
「
官
有
田
」
と
を
含

め
て
百
姓
の
田
と
い
う
一
拍
で
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
十
一
の
税
と
畝
ご
と
に
米
三
升
の
税
と
を
一
つ
の
租
と
い
う
語
で
表
現
し
て
い
る
か
ら
、

当
時
、
国
家
と
い
う
面
か
ら
見
た
際
、
私
田
の
「
所
有
」
者
と
「
宮
有
国
」
の
耕
作
名
儀
人
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
「
用
益
占
有
権
」
を
も

つ
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
面
で
一
致
す
る
、
と
い
う
理
解
が
現
実
に
存
し
た
こ
と
、
及
び
私
田
と
そ
う
し
た
「
官
有
国
」
と
の
「
地
代
」
を
同
質
の

も
の
と
す
る
理
解
も
亦
現
実
に
在
し
た
こ
と
、
が
窺
わ
れ
る
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
（
た
だ
し
、

理
念
的
に
同
じ
く
土
地
の

「
用
益
占
有
」

権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
に
し
て
も
、
現
実
に
具
象
佑
さ
れ
た
局
面
で
は
、
両
者
に
当
然
相
異
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
私

南
朝
の
租
、
調



南
朝
の
和
、
調

田
の
「
所
有
」
者
に
と
り
そ
の
「
用
益
占
有
」
権
（
（
l
「
下
級
」
所
有
権
）
）
は
財
産
権
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、

そ
の
故
に
こ
そ
一
戸
賀
の
一
部

「
戸
調
」

「
官
有
国
」
を
耕
作
す
る
名
儀
人
に
な
っ
て
も
そ
う
し
た
こ
と
は
生
じ
な
い
。
）

と
し
て

の
対
象
に
な
る
が
、

論
ぞ
進
め
宋
書
建
王
玄
誤
事
伊
』
見
る
と
、

務
土
多
僑
寓
。
（
都
督
落
州
刺
史
王
）
玄
護
請
土
断
流
民
。
当
時
百
姓
不
願
麗
籍
、

罷
之
。

其
年
〔
H
H
大
明
元
年
（
西
紀
四
五
七
年
）
U

玄

誤
、
叉
、
令
九
品
以
上
租
、
使
貧
富
相
通
u

境
内
莫
不
嵯
怨
。
民
間
枇
言
。
「
玄
護
欲
反
。
』
云
云
。

条
を
見
る
と
土
断
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
明
円
で
あ
る
。

と
あ
る
o

右
の
「
罷
之
」
と
あ
る
の
は
、
王
玄
諜
い
か
土
断
を
行
う
の
を
罷
め
た
と
受
け
取
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
室
田
博
一
仁
州
郡
志
三
薙
州
の

つ
ま
り
「
罷
之
」
と
あ
る
際
そ
れ
を
墜
ん
だ
主
体
は
百
姓
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
希

望
が
刺
史
王
玄
誤
に
よ
っ
て
つ
い
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
薙
州
の
豪
姓
に
と
っ
て
も
流
民
に
と
っ
て
も
怨
嵯

ω
一
原
因
と

な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
九
品
以
上
の
租

ω賦
課
に
お
い
て
貧
富
相
通
ぜ
し
め
た
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
乙
に
出
て

く
る
九
品
の
語
は
、
ま
え
に
引
い
た
晋
故
事
に
出
て
く
る
九
品
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

つ
ま
り
、
晋
南
朝
に
か
け
て
貨
に
よ
っ

て
一
戸
等
を
第
一
品
か
ら
第
九
品
に
ま
で
わ
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
租
を
負
担
す
る
際
王
玄
誤
が
貧
富
相
通

ぜ
し
め
た
こ
と
が
境
内
の
嵯
怨

ω
一
因
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
租
を
負
担
す
る
際
通
常
な
ら
ば
、
租
は
畝
対
象
均
額
た
る
べ
き

で
あ
っ
た
の
に
、
（
恐
ら
く
は
土
断
に
よ
る
富
者
ψ
睦
怨
を
減
じ
よ
う
と
し
て
）
、
王
玄
諜
が
富
者
の
戸
（
H
一
戸
品
の
高
い
戸
）
の
負
担
を
減
じ

一
方
貧
者
の
一
戸
（
H
H
一
戸
品
の
低
い
戸
）
の
負
担
を
増
し
た
為
、
賞
者
の
嵯
怨
を
ま
ね
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
う
し
た
考
察
は
か
つ
て
東
晋
時
代
、
孝
武
帝
の
太
元
一
苅
年
（
西
紀
三
七
六
年
）
以
来
日
税
米
制
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
恐
ら
く
宋
時
代
に

入
っ
て
そ
れ
が
な
く
な
り
ふ
た
た
び
畝
対
象
均
額
の
田
租
が
賦
課
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
見
解

を
別
の
面
か
ら
証
す
る
も
の
と
し
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
口
税
米
制
が
太
元
元
年
（
あ
る
い
は
二
年
）
か
ら
同
八
年
（
西
紀
三
八
三

年
）
ま
で
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
証
が
あ
る
が
、

こ
の
口
税
米
制
は
度
回
収
租
制
に
代
っ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
同
期
聞
に
度
回
収
租

l
畝



を
対
象
と
す
る
均
額
賦
課
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
晋
書
購
孝
武
帝
本
紀
、
太
元
四
年
（
西
紀
三
七
九
年
）
正
月
の
条
に
は
、

郡
牒
遭
皐
者
、
減
租
税
。

と
あ
り
、
同
五
年
（
西
紀
三
八

O
年
）
六
月
の
条
に
は
、

自
太
元
三
年
（
西
紀
三
七
八
年
）
以
前
適
租
宿
責
、
皆
錨
除
之
。

と
あ
る
。
（
ま
た
、
同
十
七
年
正
且
の
条
に
も
、
「
除
誼
租
宿
債
。
」
と
あ
る
。
）
こ
れ
ら
か
ら
口
税
米
の
口
税
は
租
と
か
租
税
と
か
よ
ば
れ
て
い

た
こ
と
、
少
な
く
と
も
租
と
も
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
梁
時
代
以
後
丁
対
象
の
租
（
口
租
、
丁

租
と
よ
ば
れ
る
）
が
生
ず
る
が
、
こ
の
租
は
丁
が
田
土
を
「
所
有
」
す
る
と
否
と
に
関
係
な
く
、
賦
課
さ
れ
る
税
で
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
こ

の
口
税
U
租
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
（
も
ち
ろ
ん
、
逆
に
租
、
租
税
と
い
わ
れ
る
も
の
が
常
に
口
税
な
の
で
は
な
い
。
）
し
か
し
、
単
な
る

租
で
な
く
田
租
と
い
う
表
現
が
あ
る
際
、
そ
れ
が
現
実
に
国
土
を
対
象
と
す
る
税
で
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。
つ
ま
り
、
何
等
か
の
限
定
し
た

時
期
に
お
い
て
田
租
と
い
う
表
現
の
税
が
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
当
時
現
実
に
回
土
を
対
象
と
す
る
税
が
賦
課
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
証
す
る
に
足
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
宋
書
磁
文
帝
本
紀
元
嘉
二
十
六
年
（
西
紀
四
四
九
年
）
三
月
の
条
に
は
、

復
丹
徒
麟
僑
奮
今
識
租
布
之
半
。
行
所
経
牒
、
鍋
田
租
之
半
。

と
あ
り
、
宋
害
時
孝
武
帝
本
紀
大
明
三
年
（
西
紀
四
五
九
年
）
三
月
の
条
に
、

甲
申
、
原
＝
閏
租
布
－
、
各
々
有
差
。

と
あ
っ
て
、
王
玄
諜
が
九
品
以
上
に
租
を
賦
課
す
る
際
貧
富
相
通
ぜ
し
め
る
策
を
と
ろ
う
と
し
た
当
時
、
す
で
に
田
租
が
寄
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
斉
時
代
で
あ
る
が
、
南
斉
書
武
帝
本
紀
の
永
明
元
年
（
西
紀
四
八
三
年
）
九
月
の
条
に
、

辛
丑
、
詔
、
『
二
呉
義
興
三
郡
遭
水
、
減
今
年
田
租
。
』

南
朝
の
租
、
調



南
朝
の
租
、
調

日司

と
あ
り
、
永
明
三
年
（
西
紀
四
八
五
年
）
五
月
の
条
に
、

乙
未
、
詔
目
、
「
・
凡
単
丁
之
身
及
筑
調
而
秩
養
護
弧
者
、
並
調
今
年
田
租
。
』

と
あ
り
、
永
明
四
年
（
西
紀
四
八
六
年
）
五
月
の
条
は
、

発
巴
、
詔
、
『
楊
南
徐
ニ
州
、
今
年
一
戸
租
、
三
分
ニ
取
見
布
、

一
分
取
銭
。
来
歳
以
後
、
遠
近
諸
州
輸
銭
処
、

並
減
布
直
、

匹
准
四
百
、

依
警
折
半
、
震
永
制
。
』

と
あ
り
、
永
明
五
年
（
西
紀
四
八
七
年
）
七
月
の
条
に
、

戊
申
、
詔
、
「
丹
陽
岡
崎
勝
、
建
元
四
年
以
来
至
永
明
三
年
所
連
田
租
殊
震
不
少
。
京
旬
之
内
、
宜
加
優
貸
。
其
非
中
質
者
、
可
悉
原
停
。
』

と
あ
る
。
こ
の
四
記
事
か
ら
、
斉
時
代
も
亦
田
租
が
賦
課
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
が
事
実
上
一
戸
を
対
象
に
し
て
そ
の
戸
の
「
所
有
」
す
る
同

土
額
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
形
を
と
る
為
に
、
戸
租
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
今
問
題
と
し
て
い
る
田
は
す
べ
て
か
つ
て
の
「
占
田
」
の
系
譜
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
お
け
る
田
租
が
畝
対
象
均
額
で
あ

っ
た
の
は
殆
ん
ど
疑
問
の
余
地
が
な
か
ろ
う
。

ち
な
み
に
、

説
晋
宋
斉
に
お
け
る
租
布
と
い
う
用
語
で
あ
る
が
、

当
時
の
制
度
的
用
語
は
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、

「
租
に
折
し
た

布
」
と
い
う
用
法
が
み
の
っ
た
こ
と
は
十
分
想
像
出
来
る
。
し
か
し
一
般
的
用
法
と
し
て
は
「
租
と
布
と
」
を
意
味
す
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
租

布
に
そ
う
し
た
意
味
の
あ
る
こ
と
は
、
唐
長
躍
畑
氏
が
、

「
説
晋
一
戸
調
制
及
其
演
変
」
に
お
い
て
、
晋
書
食
貨
志
及
び
宋
書
文
帝
本
記
の
記
事
を

引
い
て
明
快
に
断
ぜ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
吉
田
虎
雄
氏
が
、

南
斉
の
調
は
、
当
初
は
宋
制
を
沿
用
し
て
毎
一
戸
布
四
匹
を
課
し
、
市
し
て
そ
の
租
布
の
二
分
の
一
は
銭
を
円
以
て
徴
収
し
た
。
そ
れ
は
南
斉

書
武
帝
紀
に
、

永
明
四
年
五
月
喪
己
、
詔
、
揚
・
南
徐
二
州
、
今
年
戸
租
三
分
二
取
見
布
、

一
分
取
銭
。
来
歳
以
後
、
遠
近
諸
州
輸
銀
処
、
誼
減
布
直
、



匹
准
四
百
。
依
旧
折
半
。
以
為
永
制
。

と
あ
る
に
拠
り
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
右

ω文
に
、

「
三
分
二
取
見
布
、

一
分
取
銭
。
」
と
あ
る
の
は
、

「
三
分
一
取
見
布
、
ニ

分
取
銭
。
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
そ
れ
は
南
斉
書
寛
陵
王
子
良
伝
に
、

「
永
明
四
年
、
詔
、
折
租
布
二
分
取
銭
。
」
と
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
当
時
成
る
べ
く
多
く
銭
を
取
ら
ん
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
し
て
租
布
を
戸
調
と
想
定
し
て
お
ら
れ
る
見
解
か
有
力
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
吉
田
氏
の
こ
の
説
は
首
肯
し
が
た
い
。
こ
の
両

記
事
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

永
明
四
年
に
は
揚
南
徐
二
州
の
戸
租
を
布
に
折
し
（
折
租
布
と
し
）
、

そ
の
2
一3
は
現
実
に
布
で
と
り
、

－一
3
は
そ
れ
を
銭
で
と
っ
た
。

永
明
五
年
か
ら
は
、

遠
近
の
諸
州
の
う
ち
銭
を
輸
す
る
処
は
戸
租
を
布
に
折
し
て
そ
れ
を
二
分
し
、

（
あ
る

い
は
一
戸
租
の
う
ち
布
に
折
し
た
部
分
を
二
分
し
、
）

旧
来
の
よ
う
に
そ
の
折
租
布
の
1
一2
は
現
実
に
布
で
と
り
、

－一
2
は
そ
れ
を
銭
で
と
る

よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
折
租
布
を
銭
で
納
め
さ
せ
る
際
、
永
明
五
年
か
ら
は
布
の
直
を
減
じ
て
一
匹
四
百
と
し
た
。
銭
を
輸
す
る
処
で
は

永
明
五
年
に
お
け
る
こ
の
制
は
永
制
と
な
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寛
陵
王
子
良
伝
の
記
事
は
永
明
五
年
の
制
を
概
言
し

た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
租
布
が
一
円
調
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
何
ら
つ
か
め
な
い
筈
で
あ
る
。

陪

蓄

食

貨

志

の

部

記

事

の

検

討

こ
こ
に
陪
害
時
一
昨
食
貨
志
の
一
部
記
事
ψ

伊
－
検
討
す
る
に
、

付
其
課
（
A
）
丁
男
．

（
a
）
調
、
布
絹
各
二
丈
、
糸
三
雨
、
綿
入
雨
。

（b
）
禄
絹
八
尺
、
禄
綿
三
雨
二
分
。

（C
）
租
、
米
五
石
。

（d
）
禄
米
二
石
。

（B
）
丁
女
、
半
之
。

ロ
（
A
）
男
女
年
十
六
己
上
、
至
六
十
、

為
丁
。

（B
）
男
年
十
六
亦
半
課
。

年
十
八
正
課
。

八
十
六
免
課
。

（C
）
女
、

以
嫁
者
為

了
。
若
、
在
室
、
年
二
十
乃
為
丁
。

南
朝
の
租
、
調

五



南
朝
の
租
、
調

一六

日
其
男
丁
、
毎
歳
不
過
二
十
日
。
叉
、
率
十
八
人
出
一
運
丁
、
役
之
。

（
升
）
？

同
其
田
、
畝
、
税
米
二
斗
。

同
蓋
、
大
率
如
此
。

と
あ
る
。
乙
の
記
事
が
ど
の
時
代
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
種
々
の
見
解
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説
に
は
傾
聴

す
べ
き
点
が
多
い
が
、
こ
こ
に
筆
者
の
私
見
を
本
稿
の
論
述
に
必
要
の
あ
る
範
囲
で
述
べ
て
み
た
い
。

ハ
門
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
其
課
」
の
説
明
で
あ
る
。
東
晋
南
朝
の
課
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
が
、
こ
の
課
は
か
な
り
一
般
的
用
法
と

し
て
の
課
H
租
、
調
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
さ
き
に
梁
建
国
の
年
た
る
天
監
元
年
に
旧
来
の
一
戸
調
が
丁
対
象
均
額
の
調
（
日
丁
調
）

に
な
つ

た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
宋
斉
時
代
租
が
田
租
で
あ
り
、
従
っ
て
丁
対
象
の
租
（
H
丁
租
）

の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
述
べ
た
。
し
て
見
る
と
、
付
は
ど
う
し
て
も
梁
の
天
陪
元
年
以
後
の
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
芸
文
類
袋
一
訴
に
見
え
る
喫
肩
吾
の

（
と
（
B
）
と
）

「
出
梁
国
之
口
租
。
云
云
。
」
の
語
の
あ
る
の
は
そ
の
証
拠
と
な
ろ
う
（
A
）
の
（

a
）、

（

C
）
 

は
そ
れ
で

作
品
中
に
、

説
明
さ
れ
る
が
、
残
り
の
（
A
）
の

モ
（
マ
タ
）

川
郡
蘇
禄
米
絹
布
綿
綿
当
処
輸
台
傍
倉
庫
。
若
、
給
刺
史
守
令
等
、
先
准
其
所
部
文
武
人
物
多
少
、
由
救
裁
。
凡
、
如
此
。
禄
秩
、
既
通

（

b
）、

（d
）
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
情
書
食
貨
士
山
に
は
ま
た
、

所
部
兵
士
給
之
。
其
家
所
得
蓋
少
。

と
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る
禄
米
、
禄
絹
、
禄
布
、
禄
綿
、
禄
綿
は
、
付
の
（
b
）、

（

d
）
 

に
比
し
、
禄
布
、
禄
赫
が
多
い
が
、
そ
の
大
勢
か

ら
見
て
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
か
く
て
当
時
、

（
広
義
の
）
丁
租
、

丁
調
の
幾
分
か
が
官
僚
の
給
与
た
る

禄
米
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
各
地
方
財
政
の
独
立
性
が
否
定
さ
れ
、

そ
れ
が
中
央
財
政
の
一
環
と
な
っ

た
こ
と
と
相
応
ず
る
。
情
書
食
貨
志
に
、
ま
た
、

自
侯
景
之
乱
、
国
用
常
編
。
京
宮
文
武
、
月
別
唯
得
康
食
、
多
遥
帯
一
郡
牒
官
、
而
取
其
禄
秩
語
。



と
あ
る
が
、

こ
う
し
た
地
方
官
が
数
多
く
生
じ
た
の
も
、
地
方
官
の
俸
禄
が
中
央
財
政
の
一
環
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
う
し
た

制
度
は
斉
時
代
に
生
じ
た
地
方
高
官
の
俸
禄
に
関
す
る
新
制
度
を
一
前
提
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
旧
来
地
方
高
官
の
俸
禄
と
し
て

存
し
て
い
た
公
田
は
こ
う
し
た
措
置
と
と
も
に
「
変
質
」
し
、
帝
室
財
政
に
お
け
る
財
源
的
性
格
を
強
め
て
く
る
。
晋
宋
斉
の
際
の
公
回
は
い

う
ま
で
も
な
く
広
義
の
国
家
財
政
を
ま
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
梁
書
晴
一
に
賀
環
伝
に
、
賀
珠
が
封
奏
し
た
も
の
の
内
容
を
記
し
て
の
ち
、

『
・
我
自
除
公
宴
、
不
食
国
家
之
食
、
多
歴
年
稔
。
乃
至
宮
人
、
亦
不
食
国
家

言
奏
。
高
祖
大
怒
、
召
主
書
於
前
、

口
授
救
、
責
環
日
、

之
食
、
積
累
歳
月
。
云
云
。
』

と
あ
る
。
こ
の
「
不
食
国
家
之
食
」
と
あ
る
の
は
、
公
賦
に
よ
ら
ぬ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
皇
帝
の
私
的
収
入
源
の

一
と
し
て
「
変
質
」
し
た
公
団
か
ら
の
収
入
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
の
考
察
は
別
稿
に
譲
る
。

つ
ぎ
に
剛
の
記
事
で
あ
る
が
、
付
、
岡
は
租
、
調
、
租
と
な
り
租
が
重
複
す
る
。

こ
れ
は
一
見
付
、
岡
が
同
時
代
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
事
実
岡
は
付
と
別
時
代
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
斗
を
升
の
誤
り
と
す
れ
ば
東
晋
時
代
同
と
同
一

の
も
の
が
存
し
た
か
ら
あ
る
い
は
岡
は
東
晋
時
代
の
も
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
梁
陳
時
代
付
に
見
え
る
よ
う
に
丁
対
象
に
租
が
（
田

を
「
所
有
」
す
る
と
否
と
に
関
係
な
く
）
賦
課
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
田
を
所
有
し
た
際
田
租
が
賦
課
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
田
租
は
当
然
畝
対
象
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
岡
は
付
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の

で
み
の
る
。

日
に
つ
い
て
は
そ
の
時
期
を
考
え
が
た
い
。

残
る
の
は
門
円
で
あ
る
が
、

（

A
）
 

は
周
知
の
よ
う
に
両
晋
時
代
及
び
宋
の
元
嘉
と
ろ
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
（
A
）
と

（

C
）
と

は
、
時
期
を
異
に
す
る
丁
の
年
令
な
ど
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

（B
）
は
恐
ら
く
課
丁
の
年
令
に
関
す
る
も
の
で
晶
の
ろ
う
。
同
の
順
序
は
あ
る

L、
は
（

B
）、

（

A
）、

（C
）
と
な
る
も
の
で
、

（B
）
は
む
し
ろ
い
門
に
含
ま
れ
、
残
る
（
A
）、

（C
）
は
（
時
期
を
異
に
す
る
）
丁
の

南
朝
の
租
、
調

七



南
朝
の
租
、
調

l¥. 

年
令
な
ど
を
示
し
て
、
日
の
（
男
）
丁
の
役
の
内
容
に
連
な
る
も
の
で
み
る
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
て
、
第
一
に
、
陪
書
食
貨
志
の
記
事
が
別
に
同
一
時
代
の
税
制
を
述
べ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
事
実
こ
の
よ
う
に
解
し

て
こ
そ
、
同
の
「
蓋
、

大
率
如
是
。
」
と
あ
る
語
の
語
感
が
一
段
と
明
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、

こ
れ
は
以
下
の
考
察
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
が
、
丁
調
の
存
し
た
時
期
に
そ
れ
と
対
応
す
る
租
と
し
て
、
丁
男
を
対
象
と
す
る
丁
租
が
存
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
丁
対
象
の

租
、
調
制
の
生
成
と
同
時
に
旧
来
地
方
財
政
の
相
当
部
分
を
占
め
た
地
方
官
の
俸
禄
（
の
源
泉
と
支
出
と
）
を
、

一
応
、
中
央
財
政
の
一
環
と

し
て
そ
れ
に
く
り
入
れ
た
こ
と
、
が
知
ら
れ
よ
う
。

四

梁

陳

時

代

の

租

、

調

梁
陳
時
代
の
租
、
調
が
丁
租
、
丁
調
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
、
し
か
し
、

こ
乙
で
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
宋

斉
時
代
は
戸
租
、
戸
調
だ
け
、
梁
陳
時
代
は
丁
租
．
丁
調
だ
け
と
い
う
よ
う
な
哉
然
と
し
た
区
別
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
宋
斉
時
代
に
も
丁

対
象
の
税
が
あ
り
、
梁
陳
時
代
に
も
田
租
が
依
然
と
し
て
害
し
て
お
り
、
か
つ
戸
調
（
的
な
も
の
）
が
復
活
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
斉
時
代
、
丁
対
象
｜
人
を
対
象
と
す
る
賦
課
が
存
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
南
斉
書
予
章
文
献
王
伝

l乙

（
荊
湘
二
州
刺
史
予
章
王
疑
）
以
穀
過
臨
、
聴
民
以
米
当
口
銭
。
優
評
餅
一
百
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
斉
の
建
元
二
年
（
西
紀
四
八
O
年）

ま
た
梁
書
武
帝
本
紀
中
天
監
元
年
四
月
の
条
に
、

の
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
宋
以
来
人
を
対
象
に
口
銭
を
賦
課
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

詔日、

『
遁
布
口
銭
宿
債
、
勿
復
収
。
云
云
』
。



こ
の
記
事
は
斉
一
代
を
通
じ
口
銭
の
寄
し
た
の
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
口
銭
は
一
応
、
巨
視
的
に
い
っ
て
東
晋
の
口

税
米
の
系
統
を
引
く
の
で
は
な
い
か
と
組
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
南
斉
書
博
一
～
王
敬
則
伝
に
、

『
・
・
建
元
初
、
投
虜
撤
魂
、
軍
用
段
広
。
断
東
五
郡
、
丁
税
一
千
。
乃
有
質
寅
妻
児
、
以
充
此
限
。
道
路
愁
窮
、

と
あ
る
が
、

食
、
、
、
党
陵
王
啓
目
、

不
可
間
見
。
所
連
尚
多
、
牧
上
事
絶
。
臣
登
具
啓
問
、
即
蒙
鍋
原
。
市
此
年
租
課
、
三
分
通
一
。
明
知
徒
足
擾
民
。
実
自
弊
国
。
愚
調
、

塘
丁
一
条
、
宜
選
復
旧
、
在
所
連
郎
、
優
量
原
除
。
一
五
云
。
』
上
不
許
。

と
あ
っ
て
、
臨
時
的
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
過
重
の

（
国
税
と
し
て
の
）
丁
税
が
賦
課
さ
れ
た
場
合
の
あ
る
の
を
物
語
っ
て
い
る
。

つ
ま
に
梁
陳
時
代
、
依
然
と
し
て
畝
対
象
均
額
の
租
H
田
租
が
評
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
梁
の
建
国
時
そ
の
存
在
を
否
定
し
た
記

事
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
筆
者
は
結
論
的
に
い
っ
て
、
旧
来
か
ら
引
続
き
（
一
畝
あ
た
り
の
税
額
が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
税
そ
の
も
の
は
）

存
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。
以
下
そ
の
こ
と
と
「
戸
調
」
の
復
活
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

陳
書
時
宜
帝
本
紀
、
太
建
九
年
（
西
紀
五
七
七
年
）
五
月
の
条
に
、

丙
子
、
詔
日
、

『
目
可
下
起
一
大
建
一
以
来
記
－
t
八
年
一
流
移
叛
一
戸
所
レ
帯
租
調
、
七
年
八
年
叛
義
丁
、
五
年
詑
一
コ
八
年
一
叛
箪
丁
、
六
年
七
年
趨

租
田
米
粟
夏
調
綿
絹
綿
布
麦
等
、

五
年
詑
一
る
年
一
通
貨
絹
、
皆
悉
原
ム
レ
之
。
』

と
あ
る
。
流
移
叛
戸
、
叛
義
丁
、
叛
軍
丁
と
い
う
語
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
が
叛
し
た
ま
ま
で
あ
る
も
の
を
指
す
筈
は
な
い
か
ら
、

一
旦
叛
し
た

みも
にの

山宋が
陰害
束事、十巻帰
土四五順
境孔し
編季た
狭恭

伝を
民にい
多．う
田の
少に

相

gき
霊か

ろ符
表三
徒ま
無＋
賞三
之～
申れ
菜に

冠
富余 キ

W5 ~ 
革E 玄

郷長
ーは

雇震ブヒ し

年
次
を
刀て
す
と
な
注
ぎ
る
を
え
ま

ち
な

墾
起
湖
因
。

上
使
公
卿
博
議
。

（
尚
書
令
柳

元
景
等
）
議
日
、
・
・
・
・
「
宜
募
亡
叛
通
師
、
及
繁
田
者
、
其
往
経
創
、
須
粗
侍
立
、
然
後
徒
居
。
』
云
云
。

と
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
え
る
亡
叛
は
、
右
の
流
移
叛
戸
、
叛
義
丁
、
叛
軍
丁
と
同
様
、

そ
の
当
時
帰
順
し
て
い
た
も
の
を
指
す
に
相
違
な
か
ろ

南
朝
の
租
、
調

丸A



南
朝
の
租
、
調

ニ
O

ぅ
。
そ
う
し
た
推
測
が
大
過
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
、
当
時
付
一
戸
対
象
の
租
と
調
と
が
あ
っ
た
こ
と
、
口
「
七
年
八
年
叛
義
丁
、
五
年
詑

八
年
叛
軍
丁
」
は
、
ま
え
の
叛
一
戸
の
場
合
と
同
様
、

「
所
帯
租
調
」
の
句
を
補
っ
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
丁
対
象
の
租
と
調
と
も
亦

存
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
日
「
六
年
七
年
連
租
田
米
粟
夏
調
綿
絹
綿
布
麦
等
」
と
寸
五
年
詑
七
年
遁
貸
網
」

と
に
お
け
る

「
六
年
七
年
」
、

「
五
年
詑
七
年
」
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
期
間
そ
の
も
の
を
示
す
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
夏
調
の
綿
絹
綿
布
麦
等
は
前
引
の
随
書
食
貨
志
の
記
事

に
鑑
み
て
、
丁
対
象
の
調
と
考
え
ら
れ
、
丁
対
象
の
調
と
し
て
の
絹
に
対
比
さ
れ
る
貨
絹
は
コ
戸
調
」
の
絹
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
か
く
て
当

時

コ
戸
調
」
が
復
活
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
が
引
き
出
せ
る
。
な
ほ
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
当
時
田
租
の
寄
在
が
他
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
当
時
、
付
丁
租
、
丁
調
が
存
し
た
こ
と
、
同
畝
対
象
均
額
の
田
租
が
寄
し
、
か
っ
コ
戸
調
」
が
復
活
し
こ
と
、
が
引
出

せ
る
、
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
南
史
時
十
郭
祖
深
伝
に
、
郭
祖
深
の
梁
の
武
帝
へ
の
上
言
を
の
せ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

叉
、
梁
興
以
来
、
・
・
台
使
到
州
、
州
叉
遺
押
使
至
郡
。
州
郡
競
急
切
、
同
趣
下
城
。
令
宰
多
庸
才
、
望
風
畏
伏
。
於
是
、
数
戸
謀
、
時
其

箆
盤
、
使
人
納
重
貨
、
許
立
空
文
。
云
云

と
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る
戸
課
で
あ
る
が
、

一
般
に
課
日
租
、
調
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
晋
書
苅
武
帝
本
紀
太
康
五
年
（
西
紀
二
入
四

年
）
七
月
の
条
に
、

減
天
下
戸
課
三
分
之
一
。

と
あ
る
際
の
一
戸
課
と
同
一
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
晋
書
酪
恵
帝
本
紀
永
興
元
年
（
西
紀
三
O
四
年
）
十
二
月
の
条
に
、

丁
亥
、
詔
目
、

『
戸
調
田
租
、
三
分
減
一
。
』

と
あ
っ
て
、
一
円
調
と
田
租
と
を
併
称
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
そ
う
し
た
戸
調
と
田
租
と
か
ら
な
る
も
の
、
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は

梁
建
国
か
ら
二
十
余
年
た
っ
た
こ
ろ
「
戸
課
日
田
租
十
戸
調
」
が
存
し
た
乙
と
を
物
語
る
。

ま
た
戸
調
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

（
右
の
晋
書
に



見
え
る
戸
調
が
コ
戸
調
」
、
『
戸
調
』
の
何
れ
か
一
方
ぞ
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
を
あ
わ
せ
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
）

南
史
郭
祖
深
伝
の
一
戸
課
に
お
け
る
戸
調
は
、
す
で
に
丁
調
が
存
す
る
以
上
「
一
戸
調
」
に
限
ら
れ
る
と
す
る
の
が
穏
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
そ
う

す
る
と
、

「
戸
間
」
は
梁
建
国
後
二
十
余
年
で
ふ
た
た
び
復
活
し
た
と
さ
れ
よ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
田
租
、

「
戸
調
」
に
関
し
て
会
き
の
見
解

と
相
応
ず
る
。

な
お
、
梁
書
博
一
品
侯
景
伝
に
、

（
侯
）
景
既
拠
寿
春
、
遂
懐
反
叛
。
属
域
居
民
、
悉
召
募
魚
勝
士
ο

靴
停
責
市
佑
及
田
租
G

百
姓
子
女
、
悉
以
配
膳
卒
。
云
云
。

と
あ
り
、
陳
害
時
宜
帝
本
紀
、
太
建
六
年
（
西
紀
五
七
四
年
）
三
月
の
条
に
、ヵ

殻
亥
、
詔
日
、
『
去
歳
南
川
、
頗
言
失
稔
。
所
轡
田
租
、
子
今
未
レ
即
。
時
誠
意
等
六
郡
、
太
建
五
年
同
租
、

可
申
半
至
秋
。

強
章
叉
遁
υ

太
建
四
年
検
首
田
税
、
亦
申
至
秋
。
南
康
一
郡
、
嶺
下
臆
接
、
民
間
尤
弊
。
太
建
四
年
田
租
未
入
者
、
可
特
原
除
。
庶
修
墾
無
廃
、
歳
取

方
賞
。
』

と
あ
り
、
陳
書
宣
帝
本
紀
太
建
二
年
（
西
紀
五
七
O
年
）
八
月
の
条
に
、

甲
申
、
詔
日
、

『
・
・
有
所
墾
起
荒
田
、
不
問
頃
畝
多
少
、
依
警
鍋
税
。
」

と
あ
る
が
、

乙
う
し
た
記
事
も
そ
れ
ぞ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
畝
対
象
均
額
の
田
租
の
存
し
た
明
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
右
の
第
二
審
目
と
第
三
番

目
と
の
記
事
か
ら
（
陳
時
代
）
田
租
H
国
税
と
い
う
表
現
の
あ
っ
た
の
が
一
応
想
定
さ
れ
る
が
、
陳
書
宣
帝
本
紀
太
建
十
二
年
（
西
紀
五
八
O

年
）
十
一
月
の
条
に
は
、

巳
丑
、
詔
日
、

『
・
・
其
丹
陽
呉
輿
晋
陵
建
興
義
興
東
海
信
義
陳
宙
江
陵
等
十
郡
、

弁
謝
署
、

即
年
国
税
禄
秩
、

誼
各
々
原
半
。

其
丁
租

半
、
申
至
来
歳
秋
登
。
』

と
あ
っ
て
国
税
と
丁
租
と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
丁
租
は
（
狭
義
の
）
丁
租
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
記
事
は
国
税
即
田
租
が
丁
租
そ
の
も

南
朝
の
和
、
調



南
朝
の
租
、
調

の
と
並
存
し
た
こ
と
を
物
語
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、

こ
れ
ま
た
さ
き
の
見
解
と
相
応
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

さ
て
、

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
い
ず
れ
の
時
代
に
も
丁

l
人
対
象
の
課
税
が
存
し
た
と
い
う
乙
と
、
梁
陳
時
代
の
租
、
調
に
視
点
を
お
い

た
際
、
畝
対
象
均
額
の
租
U
田
租
が
存
し
、
か
っ
コ
戸
調
」
復
活
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
租
、
調
に
視
点
を
お
い
た
限
り
旧

来
の
税
制
の
基
調
が
戸
に
あ
っ
た
が
梁
陳
は
そ
れ
を
丁
に
お
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
ま
え
に
引
い
た
陪
書
食
貨
士
山
の
記

事
を
梁
初
の
も
の
と
し
そ
れ
を
数
字
的
に
推
測
し
て
み
よ
う
。

調
普
宋
斉
時
代
に
お
い
て
、
租
調
面
で
丁
対
象
の
賦
課
を
最
も
強
く
う
ち
出
し
て
い
る
の
が
西
普
の
い
わ
ゆ
る
課
田
制
の
在
し
た
時
代
で
あ

る
の
は
何
人
も
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
宋
斉
と
梁
陳
と
の
比
較
を
な
そ
う
と
す
る
際
西
普
時
代
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
る
の
は
間

題
の
的
を
は
ず
れ
た
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、

そ
う
し
た
意
味
で
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

西
普
時
代
だ
け
を
切
り
は
な
し
て
い
え
ば

「
占
田
」
と
「
課
田
」
と
が
並
存
す
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
一
丁
男
の
み
で
一
戸
を
形
成
し
か
っ
法
の
標
梼
す
る
「
占
田
」
七

十
畝
、

「
課
田
」
五
十
畝
を
耕
し
た
場
合
を
計
算
す
れ
ば
、
か
れ
は
戸
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
租
に
粟
六
升
（
一
畝
あ
た
り
の
租
）

×
七
O

リ
粟
四
斜
二
斗
、

調
に
粟
七
斗
（
絹
一
足
の
換
算
）
×
四
（
H
絹
三
足
＋
綿
三
斤
）

H
二
朗
人
斗
、
合
計
粟
七
斜
を
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
コ
戸
調
」
も
賦
課
さ
れ
る
。

一
方
、
丁
男
と
し
て
は
租
に
粟
四
朗
、
調
に
粟
七
斗
×
四
日
粟
二
餌
入
斗
、
合
計
粟
六
斜
入
斗
が
賦

課
さ
れ
る
。
ま
た
、

一
戸
を
形
成
す
る
了
男
と
丁
女
と
の
夫
婦
で
、
法
の
標
梼
す
る
「
占
田
」
百
畝
と
、

「
課
田
」
入
十
畝
と
を
耕
し
て
い
る

と
す
る
と
、
か
れ
ら
は
戸
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
租
に
粟
六
升
×
一

O
O
H粟
六
斜
、
調
に
粟
七
斗
×
四
日
粟
二
朗
人
斗
、
合
計
粟
入
餅

八
斗
を
賦
課
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
い
く
ら
か
の
「
戸
調
」
も
賦
課
さ
れ
る
。
丁
と
し
て
は
丁
男
の
場
合
の
粟
六
斜
入
斗
は
わ
か
る
が
丁
女
は

わ
か
ら
な
い
。

か
り
に
丁
男
の
半
ば
と
す
る
と
合
計
、

粟
六
朗
人
斗
十
粟
三
朗
四
斗
リ
粟
十
朗
二
斗
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

（
法
の
標
梼
す
る
「
占
田
」
額
と
「
課
田
」
額
と
の
通
り
と
し
て
）
賦
課
さ
れ
る
租
、
調
の
総
額
に
お
い
て
、
戸
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
の

賦
課
と
丁
と
し
て
の
賦
課
と
の
何
れ
が
よ
り
大
で
あ
っ
た
に
し
て
も
大
し
た
差
は
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



と
こ
ろ
で
、
梁
時
代
、

「
課
田
」
的
な
も
の
は
な
い
。

（
よ
り
正
確
に
い
え
ば
全
然
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
は
屯
目
的
、
仮
田
的
な
も

の
で
あ
っ
て
こ
の
考
察
に
一
応
無
視
出
来
る
、
も
の
で
あ
る
。
）
従
っ
て
梁
時
代
に
中
心
を
お
い
て
酉
普
時
代
を
考
え
る
と
す
れ
ば
西
晋
時
代
色

無
「
課
田
」
の
も
の
を
と
り
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
お
、
西
普
時
代
に
お
い
て
も
丁
対
象
の
賦
課
面
に
お
い
て
無
「
課
田
」
者
の
容
在
を
重

視
し
そ
れ
へ
の
賦
課
を
大
き
く
考
え
て
い
た
こ
と
は
「
課
田
」
五
十
畝
を
耕
す
る
も
の
と
無
「
課
田
」
の
ち
の
と
が
、
丁
男
と
し
て
の
賦
課
に

お
い
て
粟
六
朗
八
斗
と
米
三
斜
日
粟
五
割
余
と
の
違
い
し
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
西
普
時
代
、

一
丁
男
だ
け
で

一
戸
を
形
成
し
「
占
田
」
七
十
畝
だ
け
を
耕
し
た
際
、
か
れ
は
戸
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
合
計
粟
七
斜
を
賦
課
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
に
い
く
ら
か
の
コ
同
調
」
も
賦
課
さ
れ
る
。

「
課
田
」
が
な
か
っ
た
と
の
想
定
で
あ
る
か
ら
か
れ
は
丁
男
と

二
戸
を
形
成
す
る
丁
男
と
丁
女
と
の
夫
婦
で
「
占
田
」
百
畝
だ
け
を
耕

一方、

し
て
、
義
米
三
剤
リ
粟
五
斜
余
を
賦
課
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

し
て
い
た
際
、
か
れ
ら
は
戸
在
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
合
計
粟
八
朗
八
斗
を
賦
課
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
い
く
ら
か

の
「
戸
調
」
も
賦
課
さ
れ
る
。

一
方

「
課
田
」
関
係
で
は
、
無
「
課
田
」
で
も
丁
男
が
韓
米
と
し
て
米
三
朗
を
賦
課
さ
れ
る
が
丁
女
の
方
は

規
定
が
わ
か
ら
な
い
。

賦
課
さ
れ
て
も
せ
い
ぜ
い
丁
男
の
半
額
ぐ
ら
い
ま
で
で
あ
ろ
う
が
、

半
額
の
計
算
と
す
る
と
合
計
米
四
餅
五
斗
と
な

る
。
こ
れ
は
粟
で
は
八
斜
程
度
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
も
賦
課
さ
れ
る
租
、
調
の
総
額
に
お
い
て
戸
に
対
し
丁
の
も
つ
比
重
が
大

し
て
お
と
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
問
題
は
賦
課
さ
れ
る
租
、
調
の
総
額
に
お
い
て
一
戸
と
丁
と
の
比
率
が
、
西
晋
時
代
と
梁
時
代

と
で
ど
の
よ
う
な
変
佑
が
あ
る
か
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
梁
時
代
一
丁
男
だ
け
で
一
戸
を
形
成
し
七
十
畝
の
田
を
耕
す
る
際
、
も
し
一
畝
に

っ
き
粟
六
升
の
租
｜
｜
こ
れ
は
後
漢
極
未
説
晋
宋
斉
を
通
じ
て
そ
の
数
字
が
推
測
で
き
る
も
の
の
う
ち
最
高
額
で
あ
る
ー
ー
を
賦
課
さ
れ
た
も

の
と
し
て
計
算
す
る
と
、
葉
六
升
×
七

O
H粟
四
期
二
斗
と
な
る
。
梁
の
新
税
制
の
た
て
ま
え
は
戸
調
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
か
れ
の
一
円
を
形

成
す
る
も
の
と
し
て
の
負
担
は
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
丁
男
と
し
て
の
租
の
賦
課
は
ま
え
に
引
い
た
晴
香
食
貨
士
山
の
も
の
を
あ
て
は
め
る
と
、
米

ζ

れ
は
粟
に
す
る
と
十
斜
を
や
や
越
え
よ
う
。
そ
の
ほ
か
に
調
と
し
て
布
あ
る
い
は
絹
の
ど
ち
ら
か
を
こ
れ
匂
絹
八
尺
、
き
一

七
石
と
な
る
。

南
朝
の
租
、
調



南
朝
の
租
、
調

四

両
、
綿
十
一
両
二
分
が
加
わ
る
。
こ
れ
で
は
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
丁
男
と
し
て
の
賦
課
が
は
る
か
に
大
き
い
。

一
戸
を
形
成
す
る
丁
男
丁

女
の
夫
婦
で
田
百
畝
を
耕
し
、
か
っ
一
畝
に
つ
き
栗
六
升
の
租
を
賦
課
さ
れ
た
際
、
か
れ
ら
が
一
戸
を
な
す
も
の
と
し
て
賦
課
さ
れ
る
額
よ
り
丁

男
丁
女
（
丁
女
は
丁
男
の
半
額
の
計
算
と
し
て
）
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
額
が
は
る
か
に
大
き
い
の
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
以
上

の
計
算
で
は
お
な
じ
く
丁
対
象
の
租
、
調
の
賦
課
を
重
ん
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
戸
対
象
の
租
、
調
の
賦
課
と
の
比
に
お
い
て
西
晋
時
代
よ

り
も
梁
時
代
の
方
が
一
段
と
大
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

右
の
計
算
の
う
ち
西
晋
の
も
の
に
関
す
る
部
分
は
学
界
の
定
説
と
い
う
わ
け
で
な
く
筆
者
が
か
つ
て
推
考
し
た
結
果
を
利
用
し
て
の
も
の
で

あ
い
｝
ま
た
十
分
な
正
確
さ
を
求
め
る
と
す
れ
ば
戸
、

丁
に
対
す
る
賦
課
の
全
体
を
知
り
そ
の
う
え
で
租
調
の
賦
課
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
現
在
の
史
料
で
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
右
の
比
較
は
厳
密
な
意
味
で
比
較
の
無
理
な
の
を
た
っ
て
比
較
し
た
嫌
も
あ

る
。
し
か
し
、
右
に
見
た
と
こ
ろ
か
ら
、
極
め
て
漠
然
と
し
た
も
の
な
が
ら
梁
の
新
税
制
に
お
い
て
法
の
標
棒
す
る
と
こ
ろ
が
租
、
調
に
お
い

て
そ
の
基
調
を
戸
よ
り
も
丁

l
人
に
お
こ
う
と
し
た
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

制
度
史
の
研
究
で
は
こ
と
に
そ
の
感
が
強
く
、
税
制
の
場
合
も
ほ
ぼ
例
外
で
は
な
い
。

蓋
し
、
旧
来
北
朝
は
惰
唐
国
家
の
あ
り
か
た
を
志
向
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
そ
の
線
に
そ
っ
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
広
い
意
味
の
）

一
方
、
南
朝
は
惰
唐
国
家
の
あ
り
か
た
を
志
向
す
る
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
り
む
し
ろ
異
質
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
南
朝
に
お
い
て
も
北
朝
と
同
様
の
傾
向

の
存
す
る
の
は
無
視
出
来
な
い
。

右
の
梁
陳
の
租
調
の
制
に
も
ま
た
唐
の
租
庸
調
制
へ
の
蘭
芽
が
窺
わ
れ
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
た
だ
し
、
そ
う
し
た
租
調
制
の
施
行
に
は
無
理
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
梁
（
陳
）
国
家
を
内
面
的
に
く
づ
す
作
用
を
な
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
梁
（
陳
）
国
家
は
一
般
庶
民
を
対
象
に
「
授
田
」
を
行
う
ほ
ど
の
力
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

丁
対
象
均
額
の
租
、
調
の
み
を
増
加
し
た
為
、
無
国
の
丁
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
丁
の
困
窮
を
増
大
す
る
結
果
と
な
り
、
流
亡
無
籍
者
の
増



大
を
ま
ね
く
こ
と
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
大
勢
は
梁
書
及
び
陳
書
の
本
紀
を
通
読
し
た
だ
け
で
も
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

む

す

び

以
上
で
推
測
し
た
乙
と
の
要
点
は
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

U
V
宋
斉
時
代
、
租
と
し
て
は
回
程
が
あ
り
畝
対
象
的
均
額
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
凶
宋
斉
時
代
、
調
と
し
て
は
戸
対
象
均
額
の
調
と
戸

貨
を
案
じ
て
賦
課
す
る
翻
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、

日
梁
時
代
に
な
る
と
そ
の
様
相
が
一
変
し
、

租
に
は
新
た
に
丁
対
象
均
額
の
賦
課
が
生

じ
、
畝
対
象
均
額
の
田
租
と
な
ら
ん
だ
が
、
こ
の
大
勢
は
引
続
い
て
陳
に
及
ん
だ
。
問
梁
時
代
に
な
る
と
丁
対
象
均
額
の
調
が
生
じ
、
戸
対
象

の
調
は
一
旦
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
や
が
て
戸
の
貨
を
案
じ
て
賦
課
す
る
調
が
復
活
し
、
両
者
の
存
す
る
大
勢
は
引
続
き
陳
に
及
ん
だ
。
同

梁
初
の
新
租
調
制
で
は
租
、
調
の
賦
課
の
総
額
に
お
い
て
丁
の
も
つ
比
重
の
方
が
一
戸
の
も
つ
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
。

梁
の
武
帝
が
租
、
調
の
基
調
を
戸
対
象
か
ら
丁
対
象
に
改
変
し
た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
天
監
の
官
制
改
革
を
項
点
と
す
る
武
帝
の
国
政
改
革
連

動
の
一
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
武
帝
の
個
別
的
人
身
支
配
強
化
の
意
図
が
十
分
に
汲
み
と
れ
る
。
し
か
し
こ
の
新
ら

し
い
租
調
制
は
「
授
田
」
と
い
う
背
景
な
く
行
わ
れ
た
た
め
次
第
に
無
田
の
民
丁
や
そ
れ
に
近
い
も
の
の
流
亡
、
無
籍
化
を
ま
ね
き
、
か
え
っ

て
国
勢
を
傾
け
る
作
用
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
右
を
南
朝
の
全
税
体
系
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
こ
と
に
地
方
税
、
商
税
と
そ
れ
ら
と
の
関
連
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
関
す
る
私
見
は
す
べ
て
こ
れ
を
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

（

1
）
「
晋
時
代
の
租
、
調
」
と
本
稿
と
で
、
筆
者
の
見
解
に
相
異
す
る
点
が
あ
れ
ば
、
現
在
筆
者
の
も
つ
見
解
は
本
稿
に
述
べ
て
い
る
万
の
も
の
で
あ
る
。

（

2
）
前
掲
、
「
普
時
代
の
租
、
調
」
参
照
。

（

3
）
唐
長
需
氏
、
「
閥
抗
耳
目
戸
調
制
及
其
演
変
」
（
鵠
編
劇
）
参
照
。

南
朝
の
租
、
調

二
五



（4
）
版
本
に
よ
っ
て
は
、
「
去
」
と
「
賞
」
と
の
聞
に
「
人
」
の
字
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
も
し
そ
こ
に
字
の
存
す
る
も
の
が
正
し
い
と
し
て
も
、

は
「
一
戸
し
の
誤
り
と
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

（5
）
古
賀
登
氏
「
南
朝
租
調
孜
」
（
崎
一
臨
…
諜
六
十
）
参
照
。

な
お
、
木
稿
で
の
ち
に
ふ
れ
る
夏
湖
に
つ
い
て
も
同
論
文
参
照
。

（6
）
拙
稿
、
「
室
日
の
賛
族
制
と
南
北
の
『
地
一
縁
』
性
」
（
建
一
一
鰐
一
銭
）
参
照
。

（7
）
天
野
元
之
助
氏
、
「
貌
膏
南
北
朝
日
時
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
展
開
」
（
接
待
問
錯
誤
）
参
照
。

（8
）
前
掲
「
呂
田
時
代
の
和
、
調
」
参
照
。

（9
）
拙
稿
「
商
苔
の
封
王
の
制
」
（
博
諸
説
明
暗
諸
）
参
照
。

（
叩
）
・
（
日
）
平
中
苓
次
氏
「
漢
代
の
田
租
と
災
害
に
よ
る
其
の
減
免
（
上
）
」
（
粒
子
A
諸
説
騨
）
香
川
。

（
ロ
）
「
貌
膏
南
朝
和
税
の
研
究
」

（
日
）
臨
問
書
食
貨
士
山
の
記
事
を
こ
の
よ
う
に
読
む
の
は
、
古
賀
氏
の
前
掲
論
文
に
見
え
る
高
見
に
従
つ
て
の
乙
と
で
あ
る
。

（
日
比
）
前
掲
、
「
膏
時
代
の
租
調
」
参
照
。

な
お
、
本
稿
の
推
測
で
は
度
量
の
差
は
こ
れ
を
無
視
し
た
。

南
朝
の
租
、
調

「
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
十
日

「
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
四
日

一一六

「人」
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山
部
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一
〕



The Tsu f.§ and Tiao ID/a in the Southern Dynasties. 
by S. Ochi 

In this article I try to make clear the following points : 

1 -

(1) In the Sung * and Ch' i FR periods the tax on farm land 

levied by the dynastic central government was called the tsu 

which was imposed on each mu iitl. at a flat rate. 

(2) In the same periods, the tax on household was called 

tiao which was levied in two ways ; at a flat rate on each 

household and at different rates varying with the finacial con

ditions of each household. 

(3) In the Liang ~ period this system was changed radically. 

The new method of levying tsu on each adult at a flat rate 

was added, And this parallelism continued to exist to the 

Ch'en ~ period. 

(4) In this Liang period the levying method of tiao, too, was 

changed. New tiao which was imposed on each adult at a flat 

rate was added, The former tiao was abolished totally for a 

time, but the tiao at a different rates varying with the finan

cial conditions of each household revived. And this paralleli

sm also continued to the Ch'en period. 

(5) Under the new tsu and tz"ao, taxing system of the early 

Liang period the total central revenue was contributed much 

more by the amount of taxes levied on adult than by that 

on household. 
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